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本日は、私の所属する松戸
北RCのホストクラブであり、
知り合いも多数いらっしゃる
松戸RCより卓話のご依頼を
受け、お話しする機会を得て、
誠に光栄でございます。

「仏教について」とお話しで
したが、あまりにも広い題材ですので仏教におけ
る利他行とロータリーということでお話しさせて
いただきます。

人は人の喜びで、

自分が生きがいをもつ生き物です。

自分がいることによって、

人が喜んでくれる

自分さえよければいいではなく

成長し、社会に自分が必要とされ、

社会に少しでも貢献している自分に

生きがいをもつ生き物です。

仏教には、「自利利他円満」という言葉があり
ます。自分を磨くこと（自らの利益を得ること）
と、お役に立つこと（他を利すること）の両面を
兼ね備えることが仏教の人間像の理想の姿とされ
ています。大乗菩薩道の理想像です。
しかし、一般に、私たちの社会では自分のため
の行為と他人のための行為では、あい反する場合
が多く、両立する事は非常にむずかしい。だれで
も自分のためならば進んで物事に取り組むが、他
人のための行為は、自分を犠牲にすることが多い
からなかなかできるものではない、ひとを犠牲に
してでも自分がよかれと思うのが常だと考えがち
です。
先日、あるテレビ番組を見ていましたら、クイ
ズで「情けはひとのためならず」という諺の意味
を問う問題がありました。だれでも知っていると
思っていましたら案外知らない人が多いことにび

っくりしてしまいました。なかでも、多かった答
えは、「情けをかけることは、情けをかけられた
その人のためにならない」ということでした。
本来この諺は、「ひとへの思いやりは、ひとの

ためというよりも自分自身のこころを成長させる
ためにするのである」という教訓のことばです。
他を批判することには慣れていますが、自分自身
の成長にはなかなか目が向きません。
ひとのことなど気づかっていられない激しい競
争社会、ともすると自分や自分の家族さえよけれ
ばいいとする間違った個人主義が蔓延していて
「気づかい」という言葉が残っていても、世間の
目に対する気遣いだけでは寂しいかぎりです。お
金を出せば何でも食べられる外食産業・スーパ
ー・コンビニ、ひとと会わないでも目的地に行け
るワンボックスカー時代、ひとと会わなくても遊
べるコンピュータゲーム時代の中で、いつの間に
か、ひとの傷みを感じない社会、無縁社会になっ
ていたように思えます。
しかしながら、３月１１日、東日本大震災、大
津波、原発事故という大きな国難が訪れて、自分
だけよければいいと考えてしまう心から、明らか
に、共に生きることの大切さ、助け合いの精神が
芽生えてきました。避難所になった東漸寺には、
１０００名を超える皆様から支援物資が届き、６
０名ものボランティアが何かお手伝いできること
がないかと訪れ、心が洗われる思いでした。
ひとの役に立てる幸せが、明らかに生きる喜びと
なっていました。
ボランティア活動を行うにあたって大切なこと
は、仏教の教えでは「四摂事（ししょうじ）」と
いう四つの実践法、布施・愛語・利行・同事で解
釈することができます。
「布施」は、ものでも心でも、惜しみなく他者に
分け与えること。一切の見返りを求めずに、自分
が精いっぱいできることを自然に行なうことで
す。
「愛語」は、やさしい愛のあることばをかける
こと。
「利行」は、自分の身と口と心を使った実際的
なエネルギーを発信するアクションのこと。
「同事」というのは、相手と同じ目線に立って、
コラボレーション「協働」すること、パートナー
シップのことです。
ボランティアの根本精神はまさしく
です。
自らを生かし、他者を生かすということ。
自分のことは、さておき人のためになにかをしな
さい、ではなく、自分を生かすボランティアをや
っている人は、他者も生かすことができる。
本当の自利の精神があって、利他の心が機能して
いきます。
人は、自分がおぼれながら、おぼれた人を助ける
ことは、できない。
ゆったりした中道の心で自分を活かし、相手を生
かす。

－ ２ －



－ ３ －

ひとの役に立てるように、それぞれが共に地域
を支え、助け合っていくことは、とても大切なこ
とです。文明社会の中で、自助・共助・公助の在
り方を考え、自分自身のあり方としての目標をこ
ころの中に持つことが、「智恵」すなわち、物事
を正しく判断して処理する心の働きを育てていく
のではないかと思います。

ありがとう” 普段なにげなく使っている、お礼
の言葉。これも語源は「有難し」という仏教語で
ある。出典は『法句経』の、「ひとの生をうくる
はかたく、死すべきものの、生命あるもありがた
し」である、と言われている。

人が生きていくのは苦しみであるし、いずれ死
すべきものであるが、その中で縁あって生命があ
ることはなかなかない素晴らしいことであるとい
う生まれた生命の驚きを教える教説である。だか
ら「有り難し」とは、その仏説を聞き、人の生命
の尊貴（そんき）さへ目覚めた、大いなる感動を
表す言葉でもある。それがいつしか感謝の意に、
転用されるようになったのである。先人のこのよ
うな宗教的心情を想う時、日本語の中でも、特に
すぐれた美しい言葉であると思う。

「こころの中を見つめよう博愛を広げるために」

カルヤン・バネルジーRI 会長の今年度のテーマ
です。インドらしい派手な色遣いだなと思い、と
っさにターバンをデザインしたのかなと思いまし
た。しかし現実にはそうではなく、ハートのマー
クが次々と開いていく姿をアニメ化したものであ
り、まさに、「こころの中を見つめよう」のハー
トを表したデザインであることがわかりました。
今年度のテーマを東洋思考で解釈すると、仏教
でいう四無量心すなわち、他人のことを思い遣る
利他の心のことを表しているとも言えます。

慈：人をいつくしむ広いこころ

悲：人の悲しみを我の悲しみに

喜：我一人の喜びにあらず、全ての人の喜びが
我の喜び

捨：人に尽くしても見返りを求めない心

まさに Serves above self の世界です。

今年度のテーマ・ロゴが「心」を表しているのは、
バネルジー会長の心の中に四無量心という仏教的
志向が浮かんだのかも知れません。

バネルジ会長が尊敬しているビチャイ・ラタクル
国際ロータリー2002-03年度パスト会長は、テー
マに『慈愛の種を播きましょう』----あなたのク
ラブに、あなたの職場に、あなたの地域社会に、

そして世界中ありとあらゆる場所に。でした。
「どれだけ沢山の物を与えるかではない、大事な
のはどれだけ満ち溢れる 慈愛をこめて与えるか
です」とのマザー・テレサの言葉を引用され、
我々ロータリアン一人一人の心の中に満ち溢れる
「慈愛の心」を呼び起こしました。

私達が、「自分のクラブ」・「職場」・「地域社
会」・「世界」・「青少年」という５つの畑に慈
愛の種を播き続けることは、やがて小さな芽を吹
き、大きな花へと成長し、必ず人道的奉仕という
豊作が得られると述べられています。

この「慈愛の心」は仏教でいう「布施行」であり、
そしてロータリーのいうところの「奉仕の理想」
と思います。

布施という言葉は、お坊さんに差し出すお礼のこ
とだと理解しておられる方がほとんどではないか
と思います。布施というのは、布施行と申しまし
て、他人に何かを差し出すことによって、自分に
幸せが戻ってくるという仏教の教えをいいます。
これは、財施と言って財物を差し出すことをいい
ますが、法施と言って他人に仏法を説き聞かせる
ことや、無畏施と言って一切の衆生に畏怖（おそ
れ）の念を取りのぞく布施もあり、これを三施と
言います。布施行はまた、僧俗の別なく私たちみ
んなが実践していかねばならない修行の一つであ
ります。私たちは、それなりに、より良い社会の
実現を目指してこの社会生活を形作っておりま
す。仏教では理想的な社会生活を目指す実践項目
がいくつか有り、その最も重要なものの一つが布
施行であります。

では、施すべき財、説くべき教え、恐れを取り除
く力がなければ布施の行ができないかというと、
そうではないと言われています。地位や財産がな
くても、誰もがいつでも容易にできる布施の行、
それが「無財の七施」です。「無財の七施」とは、
次の七つの施しをいいます。

無財の七施

1. あたたかい眼差し（眼施）

2. にこやかな表情（和顔悦色施）

3. やさしい言葉・気持ちよいあいさつ（言辞施）

4. 精一杯のこころがけ（身施）

5. いつくしみ深いこころ（心施）

6. 人にあたたかい席を（床座施）

7. 気持ちよく迎える心（房舎施）



伝統仏教の「無財の七施」のこころがけは、まさ
しく人間が、思いやりのある共同生活をおくるた
めのこころがけであり、失われつつある日本人の
品格ある無償のふるまいでありロータリーの
Serves above self  超我の奉仕の心と重なる部分が
多いと思います。その心を持ちながら、職場で、
クラブで、地域社会、あるいは国際社会で奉仕の
理想にむかってロータリーの夢を追いかけようで
はありませんか。

「奉仕の理想」とは「人のことを思いやり、人の
ためにつくすこと」

Rotary clubs everywhere have one basic ideal - the
“ideal of Service,”
which is thoughtfulness of and helpfulness to others.

ロータリークラブは人に対する思いやりや人のた
めにつくすという奉仕の理想という基本理念を持
っています。

ロータリーの基礎にServiceをすえたのはアーサ
ー・F・シェルドンであり、このServiceの意味は
人のためにつくすことです。ビジネスでもService
の心がけはシェルドンの言葉を借りれば　「永続
的な顧客を得る道」であり、信用を増して繁栄へ
の道につながります。

親睦と奉仕は車の両輪であり、ロータリアン同士
の深い信頼、自分の足らざるところを他のロータ
リアンから学ぶ姿勢、例会は人生の道場、クラブ
例会等に出席して、事業上の発想の交換を通じて、
お互いに切磋琢磨して奉仕理念を研鑽し、自己改
善を図る、例会では世のため人のために尽くす心、
すなわち奉仕の心を作るクラブ奉仕、クラブの外
では奉仕の心を適用して、職業奉仕、新世代育成
を含む社会奉仕さらには機会をみて国際奉仕を実
践する入りて学び、出でて奉仕せよ「Enter to
learn ,Go forth to serve」という観点を大切にした
いと考えております。

ご高尚のようにロータリーには２つの奉仕理念が
あります。その一つが「超我の奉仕」Service
above selfという奉仕哲学であり、もう一つが最
もよく奉仕する者、最も多く報いられるHe
profits most who serves bestという実践倫理（シェ
ルドンの職業奉仕の理念）であります。

バブルの崩壊、リーマンショック、このたびの大
震災を受けた日本。ロータリーもその運営方法を
変えていかないといけないと感じます。

ロータリーの創始者ポール・ハリスは、「世界は
絶えず変化しています。私たちは、この変化する
世界とともに変わっていく心構えがなければなり
ません。ロータリー物語は、繰り返し、繰り返し、
書き直す必要があるでしょう。」といっています。

ロータリーにもチェンジが必要で、変えていかね
ばならないのは、クラブの組織の管理運営スタイ
ルや奉仕活動の実践方法で、ロータリーで変えて
はならないものは「ロータリーの哲学」すなわち
「ロータリーの奉仕理念」だと思います。

さて古来より仏教には、六波羅蜜　（本当の幸福
を得るための６つの条件）として、布施、持戒、
忍辱、精進、禅定、智慧を挙げています。

１、布施（ふせ） ほどこす　

人のために惜しみなく何か善いことをする。

２、持戒（じかい） つつしむ

本分を忘れずに、ルールを守った生き方で、
人間らしく生活することです。自分勝手に生
きるのではなく、互いに相手のことを考えな
がら、仲良くゆずりあっていく共同生活のル
ールを守ることです。

３、忍辱（にんにく） しのぶ

悲しいことや辛いことがあっても、落ち込ま
ないで頑張ることです。物事の本質をしっか
りとおさえて、ときには犠牲的精神を持って
困難に耐えることです。

４、精進（しょうじん） はげむ

まずは最善をつくして努力すること。良い結
果が得られても、それにおごらず、さらに向
上心を持って継続することです。

５、禅定（ぜんじょう） 心身を静める

心を落ち着けて動揺しないこと。どんな場面
でも心を平静に保ち、雰囲気に流されないこ
とです。

６、智慧（ちえ） よく学び、よく考える

真理を見きわめ、真実の認識力を得ること。
人は誰でも生まれながらにして仏様と同様の
心を持っています。欲望が強くなると、単な
る知識だけで物事を考えるようになります。
知識ではなく智慧の心を以て考えることで
す。

以上が六波羅蜜の意味です。

人生８０年９０年の時代です。仏教には９０にな
ったからもうこれでいいということはありませ
ん。いくつになっても、このような心がけが大切
なのです。いつまでも彼岸（理想）にむかってポ
ジティブに邁進する心がけが大切なのです。

－ ４ －



こんにちは。

12月7日の理事会において、

先の東日本大震災による原発

事故により福島から避難して

いる奨学生の家庭を対象に年

内に、10万円の義捕金を送ることが決まりました。

このお金は、昨年度に会員の皆様に義損金とし

てクラブがお預かりしているものから拠出いたし

ますのでご了承ください。

今日は松戸北RCの東漸寺御住職でもあります

鈴木会長に卓話をお願いしております。

当　クラブには職業分類、仏教の方はおられませ

んので無理にお願いしてきていただきました。

ほとんどの日本人は亡くなる時は仏教により葬

儀を行います。

私見ですが、１神教の国より多神教や仏教の国

のほうが穏やかな人が多いように感じます。

東日本大震災の折にも、称賛された日本人の心

のなかには、仏教の教えがあると存じます。

日本におけるロータリーの「奉仕の理想」は、

神道や仏教のもとで培われた日本人の心と繋がる

ものがあると思いますので、卓話「私の思う奉仕

の理想」を拝聴したいと思います。

鈴木様宜しくお願いいたします。

第６条･第２節により「役

員を選挙するための年次総会

は細則の定めるところに従

い、毎年12月31日までに開催

されなければならない」とあ

ります。クラブ役員氏名委員

会の加藤委員長より発表があ

りました。尚、役員につきましては加藤委員長一

任でお願いします。

（敬称略）

［理事］ 小泉　勝司　 杉浦　　裕　 中山　政明
伊原　清良　 常盤　映彦　 加藤　　栄
島村　俊充　 織田　信幸　 松葉　則明
申　　　權

それでは議事に入ります。人事でございますので、

拍手で承認をお願い致します。

全会一致で承認されました。

１．クラブ内、会議・連絡事

項等の案内

①会報に第6回理事会報告

が掲載されておりますの

で、ご確認願います。

②来週12月21日の例会は、クリスマス例会のた

め開催時間・場所がいつもと違います。ご注

意願います。

２．外部からの会議・連絡事項等の案内

①地区インターアクト委員会より国外研修のホ

ームステイ受け入れならびに送迎移動手段確

保のお願いが届いております。2012年1月12

日(木)～1月15日(日)

②昨晩、第12分区会長幹事会が開催されました。

特に2月開催されるIMについて話し合いがあ

りました。

３．他クラブ会報・その他

会報が柏RCより届いております。

４　例会変更の連絡

特にありません。

５　その他

特にありません。

－ ５ －

【2012年～2013年度　任務一覧表】



12月10日 １：00～４：

30、千葉商工会議所ホールで

開催された地区クラブ研修セ

ミナーに参加してまいりまし

た。

会員52名　　 義務会員43名　　 免除会員 9名

出席41名　　 義務会員34名　　 免除会員 7名

仮欠11名　　 義務会員 9名　　 免除会員 2名

伊原　清良君　 島村　善行君　 加藤　　栄君　

大川　吉美君　 松田　茂一君　 森田　雅久君

川並　芳純君　 平松　　徹君　 田原　晨暁君

安井　克一君　 地区クラブ研修セミナー 12月10日

安井　克一君　 ガバナー補佐会議　 12月11日

本日出席率　　　　82.0％

先々週出席率修正　79.17％→79.59％

渡辺　　剛様　 松戸東ＲＣ

関戸　　優様　 松戸中央ＲＣ

湯浅　健司様　 松戸東ＲＣ

鈴木　悦朗様　 松戸北ＲＣ

松戸北RC 鈴木悦朗様／本日はお話しさせていた
だいてありがとうございました。きょうは柏レイソ

ル対サントス戦があります。日本のために、東葛地

区のために応援いたしましょう。

松戸東RC 湯浅健司様／本日は例会にメーキュ
アップでお邪魔させて頂きありがとうございまし

た。また昨日は、土、屋パストガバナーに次年度地

区大会記念ゴルフ大会の第一回現地打合せに鷹之

台（たかのだい）カンツリー倶楽部まで、おでま

し頂きありがとうございました。次年度地区大会

記念ゴル大会実行副委員長の私としては大変あり

がたく感謝申し上げます。

小川　一君／昨日の十日会では、晴天に恵まれま
たメンバーに恵まれ、優勝する事が出来ました。

時節柄、小人数での開催となってしまいましたが、

小林孝數会員のはからいで、名門龍ヶ崎CCのフ

ルバックからのプレイをさせて頂き、とてもよい

経験をさせて頂きました。

松葉則明君／入会記念日のお祝いをいただき、あ
りがとうございます。入会して６年たちました。

今後共、御指導の程宜しくお願い致します。

湯本高之君／誕生日と入会記念の御品をありがと
うございます。

飛田　勤君／所用で退席させて頂きます。申し訳
ありません。

文責／橋口

小川会員浅井会員

－ ６ －

当日￥36,000 累計￥ 540,000ニコニコBOX

当日￥ 3,559 累計￥ 75,151財　　団BOX


